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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
銃のサイト装置において、
フロントサイトは、板状の右目用フロントサイトと、板状の左目用フロントサイトとで構
成され、
右目用フロントサイト及び左目用フロントサイトは、上面視で前方に向かって拡幅するハ
の字状に配置され、
左目の視線軸が右目用フロントサイトの板平面と一致し、右目の視線軸が左目用フロント
サイトの板平面と一致するフロントサイトを同時に使用して照準するオープンサイト装置
。
【請求項２】
　　フロントサイトを透明板で構成し、左右側面の平面だけ黒染め塗装して、左目の視線
軸が右目用フロントサイトの黒染め塗装した板側面の平面と一致し、右目の視線軸が左目
用フロントサイトの黒染め塗装した板側面の平面と一致する請求項１のサイト装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、射撃時の反動が無いトイエアガンか、又は反動が少ない実銃に装着されて使
用される照準装置に関するものである。より詳細には両眼視で照準するオープンサイト装
置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　サバイバルゲームで使用されるトイエアガンでは、先に相手を索敵発見できる広い視野
とその後迅速に照準射撃ができるかどうかで勝負が決まる。　一般にガンの照準はフロン
トサイトとリアサイトの照準線一致によってなされるオープンサイトか、外部取り付け方
式でドットサイト、スコープなどが使用される。（図１参照）
【０００３】
　しかし、フロントサイトとリアサイトを使用するオープンサイトの射撃方式は目標捕捉
後一旦移動を停止する。それから半身に構えて片目で目標を目視して、視線とフロントサ
イトからリアサイトまでの照準線が一致する様に銃を移動し射撃する。この方式の操作時
間は銃を扱う使用者の熟練度により大きく左右される。その上射撃中は片目の為視界が狭
くなり周りの警戒量が落ちる。サバイバルゲームでは多数の敵を同時に相手にするので、
見落とした新たな敵に撃たれてしまう事が多い。またドットサイト、スコープなどでは射
撃中の視界がより狭くなりより高度な射撃技術を必要とする。
【０００４】
　その上、市販されているトイエアガンのＢＢ弾の発射速度は銃刀法で規制されているの
で遅く、６ｍｍＢＢ弾０，２５ｇで初速８８，９ｍ／ｓ以下である。そのため外で行われ
るサバイバルゲームでは風の影響を強く受ける。市販されているトイエアガンｐ－９０を
サンプルにして、射撃時の銃口での初速を実測してみると７７ｍ／ｓ前後であり、銃口か
ら３０ｍの地点では３４ｍ／ｓ前後であった。平均てき横風３ｍ／ｓの場合３０ｍ先で標
的から１，６２ｍ横に外れる。片眼視では光量少なくＢＢ弾の弾道を追うことはできない
が、両眼視ではＢＢ弾の弾道を直視でき横えのズレを確認しながら銃芯の向きを変え標的
に当てることができる。片目、ドットサイト又はスコープを使用時は光量が少なく飛んで
いくＢＢ弾を目で追う事は難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特願２０１４－１６７９０２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　解決しようとする問題点は、サバイバルゲーム中、一瞬で照準し射撃できない事と，照
準時飛んでいくＢＢ弾を目で追う事ができない点である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記の目的を達成するために銃身先端部フロント左右にフロントサイトを設
ける。左右のフロントサイトの間隔は左目で左側フロントサイトを通して目標物を照準し
右目で右側フロントサイトを通して目標物を照準できる間隔に設定する。
【０００８】
　さらにフロントサイトに対し銃身と平行に目標物を照準できるリアサイトを設ける。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【０００９】
　さらに、左右にフロントサイトを板状の物で構成し、右フロントサイトの平面を左目の
視線軸に合わせる。また、左フロントサイトの平面を右目の視線軸に合わせる。（図２参
照）
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によればトイエアガンなどの射撃時反動の無い銃か、又は反動の少ない実銃に両
眼視で照準ができる軽量なオープンサイト装着を提供できる長所がある。　　　　　　　
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【００１１】
　　サバイバルゲーム中サイトの構成部品が少なく前面の構造物が少ないので広く索敵で
きる。また発見後一瞬で照準し射撃できる。その上、照準時飛んでいくＢＢ弾を目で追う
事ができ、風による影響での目標物に対するずれを簡単に補正できる。横風の場合風上に
移動しながら照準射撃が出来る。射撃操作中相手の弾は風に流されあたらない。さらに銃
を身体の真正面に保持できるので両目を開いて走り回りながら照準射撃できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は実銃でのオープンサイトの使用例を示した図である。
【図２】図２は実施例１の使用例を示した図である。（実施例１）
【図３】図３は実施例１の斜視図である。（実施例１）
【図４】図４はの平面図で作用を説明した解説図である。（実施例１）
【図５】図５は実施例１の側面説明図である。（実施例１）
【図６】図６は実施例１の正面図である。（実施例１）
【図７】図７は実施例１で右目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を表し
た説明図である。（実施例１）
【図８】図８は実施例１で左目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を表し
た説明図である。（実施例１）
【図９】図９は実施例１の両目視で視認出来るフロントサイトと目標物を表した説明図で
ある。（実施例１）
【図１０】図１０は実施例２の斜視図である。（実施例２）
【図１１】図１１は実施例３の斜視図である。（実施例３）
【図１２】図１２は実施例２で右目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を
表した説明図である。（実施例２）
【図１３】図１３は実施例２で左目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を
表した説明図である。（実施例２）
【図１４】図１４は実施例２の両目視で視認出来るフロントサイトと目標物を表した説明
図である。（実施例２）
【図１５】図１５は実施例３で右目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を
表した説明図である。（実施例３）
【図１６】図１６は実施例３で左目を閉じた状態で視認出来るフロントサイトと目標物を
表した説明図である。（実施例３）
【図１７】図１７は実施例３の両目視で視認出来るフロントサイトと目標物を表した説明
図である。（実施例３）
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１３】
　図３は、本発明ダブルサイト装置の実施例１の斜視図であって、ａはトイエアガンｐ－
９０、ｃは右フロントサイト、ｂは左フロントサイト、ｆは左リアサイト支柱、ｇは右リ
アサイト支柱、ｈはリアサイト水平軸である。
【００１４】
　図４は、本発明ダブルサイト装置の実施例１の平面説明図あって、ａｂｃｆｇｈは図３
と同じである。ｅは右眼球、ｄは左眼球、ｉは目標物である。眼球から目標物までの距離
を３０ｍで設定し、眼球とフロントサイトの間隔を４５０ｍｍに設定してある。眼球間６
６ｍｍの人で目標物へ焦点を合わせる場合、左右フロントサイト間は６５ｍｍになる。
【００１５】
　フロントサイトの形状が右目用と左目用が異なるフロントサイトを板状の物で構成して
、ｃ右フロントサイト平面とｄ左眼球視線を合わせる。同じようにｂ左フロントサイト平
面にｅ右眼球視線軸を合わせる。
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【００１６】
　リアサイト支柱を板状の物で構成してｇ右リアサイト支柱平面とｅ右眼球視線軸を合わ
せる。同じようにｆ左リアサイト支柱平面にｄ左眼球視線軸を合わせる。
【００１７】
　図５は実施例１の側面図である。ｈリアサイト水平軸とフロントサイトｃｂ上端を結ぶ
線が銃身と平行に設定されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００１８】
　図６は実施例１の正面図である。ｃｂｆｇｈは図３と同じである。
【００１９】
　図７は実施例１で照準時右目を閉じた場合見える照準像である。図８は実施例１で照準
時左目を閉じた場合見える照準像である。図９は実施例１で照準時両目視で見える合成さ
れた照準像である。
【実施例２】
【００２０】
　　図１０は実施例２の斜視図である。リアサイトは実施例１と同じ物を使用している。
フロントサイトの形状が右目用と左目用が異なる、フロントサイトを板状の物で構成して
ｃ右フロントサイト平面とｄ左眼球視線を合わせる。同じようにｂ左フロントサイト平面
にｅ右眼球視線軸を合わせる。　フロントサイトｃとフロントサイトｂは上端部を結合し
て一体型で構成している。そして、上端部を結合しているので実施例１より薄い板で製作
できる。また、上端部が鋭利でなく安全である。
【００２１】
　図１２は実施例２で照準時右目を閉じた場合見える照準像である。図１３は実施例２で
照準時左目を閉じた場合見える照準像である。図１４は実施例２で照準時両目視で見える
合成された照準像である。実施例２のフロントサイトは薄い板で製作できるので、照準時
見える外側のフロントサイトｃｂは実施例１より細く見やすい。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実施例３】
【００２２】
　図１１は実施例３の斜視図である。リアサイトは実施例１と同じ物を使用している。フ
ロントサイトの形状が右目用と左目用が異なる、フロントサイトｃとフロントサイトｂは
左右側面の平面だけ黒染め塗装して、透明な樹脂板一体型で製作している。そして、フロ
ントサイトを板状の物で構成してｃ右フロントサイト平面とｄ左眼球視線を合わせる。同
じようにｂ左フロントサイト平面にｅ右眼球視線軸を合わせ実施例１の板と同じ作用効果
をしている。
【００２３】
　図１５は実施例３で照準時右目を閉じた場合見える照準像である。図１６は実施例３で
照準時左目を閉じた場合見える照準像である。図１７は実施例３で照準時両目視で見える
合成された照準像である。側面が塗装面で製作できるので照準時見える外側のフロントサ
イトａｂは実施例２より薄く見えにくく中央のフロントサイトｂｃが鮮明になる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　　サバイバルゲーム中、サイトの構成部品が少なく前面の構造物が少ないので広く索敵
できる。また敵を発見後一瞬で照準し射撃できる。その上、照準時目標物に飛んでいくＢ
Ｂ弾を目で追う事ができ、風などによる影響での目標物に対するズレを簡単に補正できる
。さらに銃を身体の真正面に保持できるので、走り回りながら照準し射撃できる。特に横
風の場合、風上に移動しながらの照準射撃では、射撃操作中相手の弾は風に流されあたら
ない。この発明により同じ条件の下で優位に立ちながら射撃する事ができ、相対する相手
に撃ち勝事が出来る。
【符号の説明】
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【００２５】
　ａ　　Ｐ－９０トイエアガン
　ｂ　　左フロントサイト
　ｃ　　右フロントサイト
　ｄ　　左眼球
　ｅ　　右眼球
　ｈ　　リアサイト水平軸
　ｉ　　目標物
　ｊ　　　フロントサイト
　ｋ　　リアサイト
　
【要約】　　　（修正有）
【課題】一瞬で照準し射撃でき、且つ、飛んでいくＢＢ弾を目で追う事ができるトイエア
ガン用サイト装置を提供する。
【解決手段】銃身先端部フロント左右にフロントサイトｂ，ｃを設ける。左右のフロント
サイトの間隔は左目で左側フロントサイトを通して目標物を照準し右目で右側フロントサ
イトを通して目標物を照準できる間隔に設ける。さらにフロントサイトにたいし銃身と平
行に目標物を照準できるリアサイトｆ，ｇを設ける。そして、左右にフロントサイトを板
状の物で構成し右フロントサイトの平面を左目の視線に合わせ、また、左フロントサイト
の平面を右目の視線に合わせる事で照準する。
【選択図】図３

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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